
















































関する加と、口. シス ムの講築に ること、ノ¥ ータベ
ースの構築γ盟十九 v シ 一 ること、の調査・ つF
とである。
これをうけて、 1 998年 1月21 Sに され
た。 旨から拾って ると次のようになる。 : (1) 
ピスについて、 (2)電子 タベー又の講築について、(3 ) 
及びロ について。
国書鰭へのデ タの登


























1えTTEC(World Technology Evaluation Center: http://www.wtec.org/) ~こ








、 ? ? ? は、年2回
1 0 
200 0年(平成 12年) 3 Jj 6日・
1 3年) 2月 14呂、となっているc













蔵書数 入力済件 資料(学位 (高精細
数 論文) 画像)
一ナノレ
平成 10年 7月 1995123 1506851 47(9) 150 (0) 75 
平成 11年 3月 2043022 1625145 316 (216) 750 (0) 62 
平成 12年 3月 2075931 1725912 820 (578) 2184(39) 1353 
平成 13年 3月 2117140 1836880 1103(760) 2826(47) 2259 
平成 14年 3月 2148034 1929058 1344(824) 4105 (51) 3520 
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トップページ月別アクセス数
る尺度の一つはアクセス数であろう。函 1 1 998 
る。利用者の中 トップベー
アクセス数は
り1万5千件のアク
セスになる。
伊j とすれば s
学部生、 クセス
? ? ?
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する勘定になる。開館後 5年目にして、筑波大学電子図書館は、筑波大学の教官も学生
も、殆ど毎日のように利用する存在に成長して来たわけである。
200 1年4月から電子図書館専門委員会委員長は西原清一先生(電子・情報工学系)
がお努めになっている。電子図書館専門委員会の前身である、図書館電子化推進特別委
員会及び電子図書館システム研究班研究会等で、筑波大学図書館の電子化には長い間関
係して来られた方である。 2001年度後半に電子図書館懇談会を数度にわたり開催し
て今後の電子図書館の有り方についての意見交換を行い、また今回の電子図書館シンポ
ジウムの開催に尽力される等、精力的な活動を繰り広げて居られ、私と違って本来の適
任者の手に戻ったと安心している。
筑波大学電子図書館は今後どのような姿を目指すべきだろうか。図書や学術雑誌は、
人類の知識を記録する媒体であり、大学における図書館の意義は、このような媒体を、
長期的観点、から収集し、研究と教育の基礎資料として、主として大学を構成する教官と
学生に、長期にわたって提供する点にあったと考えられる。現在までの電子図書館は、
電子媒体に記録された学術資料に対して、このような機能を充実させてきた。しかしな
がら、計算機とインターネットの爆発的な普及は、このような従来型の学術資料の収集
と提供の仕組みは保持しつつも、大学における研究者とその学術研究活動の総体を発信
できるような新たな仕組みの必要性を強く示唆しつつあるように感ぜられる。今回のシ
ンポジウムが、その具体案を作っていく上での大きなきっかけになることを期待してい
る。
最後になったが、 3年3ヶ月の委員長在任中お世話になった、森茜、内藤英雄、小西
和信、三浦正克、栗山正光、石村恵子、近藤務、上原由紀、の各氏を始めとする図書館
部の方々、また西原清一(電子・情報工学系)、坂口瑛(電子・情報工学系)、高田彰(臨
床医学系)の各氏に、お礼を申し上げる。
(うかわ・あきら 物理学系(計算物理学研究センター)教授)
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